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私
の
母
校
に
Ｏ
Ｂ
で

作
家
で
あ
る
故
海
音
寺

潮
五
郎
氏
の
「
私
の
人

間
美
学
は
こ
こ
で
形
成

さ
れ
た
。
…
」
と
い
う

石
碑
が
あ
る
。
人
間
力

や
学
力
な
ど
高
校
時
代

に
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
が

人
生
の
礎
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
▼
私
は
幼
少
よ

り
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
き
た
。
前

述
の
石
碑
の
文
言
を
お
借
り
す

れ
ば
「
私
の
人
間
美
学
は
サ
ッ

カ
ー
で
形
成
さ
れ
た
」
と
思
っ

て
い
る
。
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
要

す
る
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
で
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ

た
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
そ
う

い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
今
の

自
分
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
今
で
は
指
導
す
る
立
場
に

あ
る
▼
時
代
は
常
に
変
化
し
て

い
る
。
指
導
す
る
立
場
に
な
り

二
十
年
に
な
る
が
、
教
育
界
全

体
で
も
こ
の
十
年
足
ら
ず
で
指

導
法
の
見
直
し
で
大
き
く
変
化

し
て
き
た
。
こ
の
変
化
が
良
い

か
悪
い
か
と
い
う
答
え
は
な
い

と
思
う
が
、
私
の
中
で
は
こ
れ

で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う

葛
藤
は
今
で
も
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
で
子
ど
も
が
「
こ
れ

だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
ん

だ
！
」
と
い
う
人
生
に
お
け
る

自
信
に
な
る
よ
う
な
達
成
感
な

る
も
の
を
得
る
た
め
の
経
験
を

積
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
。
そ
う
さ
せ
る
の

が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
▼“
教
育
”と
い
う
も

の
は
家
庭
教
育
が
最
も
大
事
だ

と
思
う
。「
子
は
親
の
鏡
」と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
子
は

親
の
姿
を
見
て
育
ち
、
親
に
は

そ
れ
だ
け
の
影
響
力
が
あ
る
。

時
に
は
親
が
、
時
に
は
親
よ
り

も
他
の
大
人
が
伝
え
た
方
が
良

い
こ
と
も
あ
る
。
親
を
頂
点
と

し
て
そ
の
子
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
大
人
が
役
割
を
分

担
し
て
受
け
持
ち
、
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
教
育
す
る
。
そ
の
一

端
を
担
う
の
が
学
校
教
育
な
ん

だ
と
思
う
▼
つ
い
先
日
、
家
庭

教
育
に
お
け
る
新
た
な
法
が
成

立
す
る
な
ど
、
人
が
人
を
育
て

る
の
に
親
子
間
で
も
気
を
遣
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
学
校

教
育
に
身
を
置
く
私
は
こ
う
い

う
時
代
で
も
「
私
の
人
間
美
学

は
こ
こ
で
形
成
さ
れ
た
」
と
思

え
る
人
間
を
輩
出
で
き
る
教
育

を
目
指
し
た
い
も
の
だ
。

（
近
野　

隼
人
）

令和２年度 生徒募集要項 推薦入試  １月17日㈮
一般入試  １月24日㈮

　

令
和
二
年
度
生
徒
募
集
要
項
を
紹
介
し
ま
す
。

①
推
薦
入
試

　

全
科
・
課
程
対
象
。
本
校
第
一
志
望
で
、
所
定
の
推
薦
条
件
を

満
た
し
、
中
学
校
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
う
え
で
の
入
試
で
す
。

中
学
校
か
ら
の
書
類
と
面
接
で
合
否
を
決
め
ま
す
が
、
看
護
学
科

だ
け
は
国
語
・
数
学
・
英
語
の
基
本
的
な
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。

（
合
計
一
五
〇
点
満
点
、
六
十
分
）

②
一
般
入
試

　

全
科
・
課
程
と
も
専
願
も
し
く
は
併
願
で
受
験
で
き
ま
す
。
特

進
課
程
は
五
教
科（
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
一
〇
〇
点
と
理
科
・

社
会
の
各
五
〇
点　

合
計
四
〇
〇
点
満
点
）、
他
の
科
・
課
程
は

三
教
科
（
国
語･

数
学･

英
語
の
各
一
〇
〇
点　

合
計
三
〇
〇
点

満
点
）
の
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
課
程
・
教
養
課

程
の
併
願
受
験
者
以
外
は
、
面
接
試
験
も
あ
り
ま
す
。

※
奨
学
金
制
度

　

看
護
学
科
と
医
療
福
祉
科
に
は
病
院
施
設
奨
学
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
本
校
指
定
の
奨
学
病
院
・
施
設
か
ら
入
学
金
と
月
々
の
奨

学
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
、
資
格
取
得
後
、
指
定
期
間
（
二
〜

四
年
）勤
務
す
れ
ば
返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
普
通
科
（
特
進
課
程
・
教
養
課
程
・
普
通
課
程
）
に
は
、

学
園
奨
学
金
制
度（
※
適
用
人
数
に
制
限
あ
り
）も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
校
に
推
薦
・
専
願
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
で
、
経
済
的

な
援
助
が
必
要
な
生
徒
に
支
給
が
検
討
さ
れ
る
も
の
で
、
対
象
者

は
、
特
に
人
物
良
好
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
生
徒
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
就
学
支
援
金
の
増
額
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
、
県
の
育
英
会
奨
学
金
等
と
併
せ
て
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
説
明
を
聞
き
た
い
生
徒
さ
ん
や
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

各
地
の
中
学
校
や
塾
・
公
民
館
等
で
本
校
紹
介
・
入
試
説
明
会
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
聞
き
た
い
方
が
一
人
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
必
ず
参
り
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い

夢
を
つ
く
る 

確
か
な
自
分
を
つ
く
る

募集定員

普　　通　　科
（男・女）

医療福祉科
（男・女）

看護学科
（男・女） 備　　　　　考

願書受付

出願書類

選 考 日
学 科 一　　般　　入　　試 推　　薦　　入　　試

国語・数学・英語・理科・社会・面接

国語・数学・英語
面接（教養・普通課程の併願受験者を除く）

普
通
科

特 進

特進課程

５０名

令和２年１月６日㈪～１月14日㈫（土・日・祝日を除く）

入学願書・調査書もしくは推薦調査書（私学協会統一書式）

推薦入試　１月17日㈮　　　一般入試　１月24日㈮

推薦入試　１月21日㈫　　　一般入試　１月29日㈬

推薦入試・一般入試とも令和２年１月30日㈭から２月10日㈪17時まで。但し普通科（教養・普通課程）で公立高
校との併願合格者については，公立高校発表翌日17時まで延期できます。（発表日が金曜日なら月曜日まで）

検定料（10,000円）

中学校・本人宛

教養課程

３０名

普通課程

３５名
４０名 ８０名

試験地
 （推薦入試）本校･人吉･天草･熊本･鹿児島･沖縄
 （一般入試）本校･阿久根･脇本･長島･大口･宮之城
　　　　　 鹿児島･霧島･種子島･屋久島･奄美大島
　　　　　 徳之島･沖永良部島･水俣･八代･人吉
　　　　　 天草･熊本･沖縄･長崎･福岡 ほか

１　書類選考（全科・課程）
２　面　　接（全科・課程）
３　学科試験（看護学科のみ）
　　国語・数学・英語
　　（合計60分、150点満点）

教 養
普 通

医 療 福 祉 科
看 護 学 科

選考方法

合格発表

入学手続

生　徒　募　集　要　項

◎
入
試
説
明
会
実
施
中
！

後期特進日曜教室開講！（中学３年生対象）
入試問題演習でわかる喜び・解ける楽しさを体験してみませんか？
高校入試問題に対応する学力を身につけましょう。
入試まで，どんな勉強をすればよいか学習方法もアドバイスします！

11月10日（国語･英語･数学）
11月24日（英語･数学･国語）
12月 8日（数学･国語･英語）
12月22日（国語･英語･数学）
1月12日（英語･数学･国語）
※高校入試問題解説と個別指導を実施します。

8:00～ 8:20　受　　　付
8:30～ 9:40　１教科目授業･個別指導
9:55～11:05　２教科目授業･個別指導
11:20～12:30　３教科目授業･個別指導
※毎回プリント代等を含む実費200円いただきます。

※詳細は,本校ＨＰをご覧いただくか,本校「日曜教室担当」までお問い合わせください。

秋の体験入学を実施します！
10：00～

※夏の体験入学よりも，入試説明会としての内容を重視します。ふるってご参加ください。
10月14日㈪㈷ 送迎バス運行（一部地域を除く）

受講料
無料

後
期
日
程

Discover Yourself

　

台
風
十
三
号
の
影
響
で
一

日
順
延
と
な
っ
た
第
五
十
八

回
体
育
祭
。
予
行
練
習
を
含

め
前
日
ま
で
準
備
が
で
き
ず
、

大
会
当
日
も
予
定
よ
り
一
時

間
半
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
た
猛
暑
の
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

種
目
を
省
略
し
、
十
三
種
目

で
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
瀬
朱
莉
さ
ん（
医
療
福
祉
科
三
年
）の
選

手
宣
誓
で
幕
を
開
け
た
体
育
祭
は
、
競
技
の

部
に
お
い
て
一
年
生
が
優
勝
を
飾
り
、
若
い

力
の
躍
動
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
専
門
課
程
で
は
二
年
生
が
優
勝
を
飾
り
、

五
年
目
の
集
大
成
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
年
三
年
生
が
力
を
発
揮
す
る
団
体
競
技

で
す
が
、
ク
ラ
ス
対
抗
大
縄
跳
び
で
は
特
進

課
程
一
年
一
組
が
優
勝
し
、
普
通
課
程
一
年

生
が
二
位
と
な
り
、
さ
ら
に
綱
引
き
で
も
一

年
生
が
他
の
学
年
を
抑
え
て
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
一
方
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
で
は
、
教
養
課
程
・
普

通
課
程
な
ど
の
部
活
動
生
中

心
の
ク
ラ
ス
の
活
躍
が
目
立

つ
中
、
男
子
生
徒
の
少
な
い

ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ
ず
看

護
学
科
基
礎
課
程
三
年
一
組

が
決
勝
進
出
を
果
た
す
頑
張

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

専
門
課
程
で
は
、
ム
カ
デ

競
走
・
大
縄
跳
び
・
綱
引
き

三
種
目
で
二
年
生

が
優
勝
を
飾
り
、

さ
す
が
の
団
結
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
終
種
目
専
門
課
程
対
抗
リ
レ
ー
で
は

一
年
生
が
ワ
ン
・
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、

ま
さ
に
一
矢
を
報
い
る
走
り
で
し
た
。

　

準
備
段
階
か
ら
前
日
ま
で
雨
に
悩
ま
さ
れ

た
体
育
祭
で
し
た
が
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
声
援
を
い
た
だ

き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〜若い力躍動・５年目集大成〜
第58回 体 育 祭

～競技･応援ともに全力で!!～
クラスマッチ

　

七
月
十
七
日（
水
）一
学
期
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
蒸
し
暑
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に

ク
ラ
ス
（
チ
ー
ム
）
一
丸
と
な
り
、

全
力
で
競
技
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
互
い
に
応
援
す
る
姿

が
見
ら
れ
、ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、

学
科
・
課
程
や
学
年
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

各
競
技
の
優
勝
ク
ラ
ス
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　

男
子　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
合
同

　
　

女
子　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
二
組

◦
サ
ッ
カ
ー

　
　

男
子　

普
通
課
程
一
年

◦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
男
子　

普
通
科
教
養
課
程
三
年

　
　

女
子　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
二
組
Ａ

◦
卓
　
球

　
　

男
子　

医
療
福
祉
科
三
年

　
　

女
子　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
一
組

◦
ジ
ェ
ン
ガ

　
　

男
女　

普
通
科
教
養
課
程
三
年

　

六
月
九
日（
日
）、
天
候
に

恵
ま
れ
、
本
校
体
育
館
及
び

各
教
室
に
お
い
て
、
創
立

七
十
周
年
記
念
（
第
四
十
五

回
）
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
体
験
入
学
が

同
時
に
行
わ
れ
来
校
者
数
は

一
四
〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
中
で
各
科
・
課
程
で
一

人
一
人
が
主
役
に
な
る
文
化

祭
を
目
指
し
て
多
く
の
感
動

場
面
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
『Start

～
新
時
代
の
始
ま
り
、
70

周
年
と
共
に
～
』
に
は
、
出
水
中
央
高
等
学
校
の
創
立

七
十
周
年
、
そ
し
て
新
元
号「
令
和
」の
始
ま
り
の
年
で

も
あ
り
、
記
念
す
べ
き
こ
の
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
文

化
祭
を
新
た
な
節
目
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
こ
の
先
の

伝
統
あ
る
数
多
く
の
行
事
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
、
と
い

う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
劇
・
ダ

ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏

は
午
前
と
午
後
の
二
回
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
も
体

育
館
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど

の
観
客
で
大
盛
況
で
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
各
科
・

課
程
や
部
活
動
の
特
色
を
生
か
し
た
催
し
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
看
護
学
科
基
礎
課
程
・
専
門
課
程
の

作
品
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
完
成
度
の
高
い
も
の
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
舞
台
部
門

　

★
文
化
祭
大
賞

　
　

普
通
科
特
進
課
程
二
年
一
組

　
　
　

劇「
Ｌ
ｅ
ｔ
’
ｓ　

お
伽
村
」

　

★
優
秀
賞

　
　

看
護
学
科
基
礎
課
程
三
年
一
組

　
　
　

劇「�

ま
さ
か
の
コ
ラ
ボ
!?

　
　
　　
　

�

日
曜
劇
場『
シ
ン
デ
レ
ラ
と
魔
法
の
涙
』」

　
　

普
通
科
特
進
課
程
二
年
二
組

　
　
　

劇「
新
喜
劇　

す
ち
子
は
殺
し
屋
」

▼
展
示
部
門

　

★
文
化
祭
大
賞

　
　

看
護
学
科
専
門
課
程
一
年
一
組

　
　

「
妊
婦
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
ろ
う
!!
」

　

★
優
秀
賞

　
　

普
通
科
特
進
課
程
一
年

　
　

「�

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ　

ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」

　
　

看
護
学
科
基
礎
課
程
二
年

　
　

「�

実
習
着
の
戦
士
～
あ
な
た
の
隅
々
ま
で
教
え
て

あ
♥
げ
♥
る
～
」

　
　

医
療
福
祉
科

　
　

「�

や
ら
な
い
理
由
が
見
つ
か
ら
な
い

　
　
　

そ
こ
の
君  

福
祉
す
ご
ろ
く
や
っ
て
み
よ
う
!!
」

Start 〜新時代の始まり、70周年と共に〜
創立70周年記念（第45回）文 化 祭



２０１９年（令和元年）１０月１日 出 水 中 央 高 等 学 校 新 聞 （２）（第１４６号）

ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

体
験
入
学
、
今
年
も
大
盛
況
�

　

今
年
度
の
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

七
月
二
十
五
日（
木
）か
ら
七

月
三
十
一
日（
水
）ま
で
の
期

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人

吉
・
球
磨
、
天
草
、
熊
本
・

宇
城
、
八
代
の
熊
本
県
四
地

区
各
会
場
と
本
校（
出
水
）会

場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
の
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

学
校
と
保
護
者
の
面
談
を
軸

に
、
各
地
区
の
保
護
者
同
士
の
交
流
や
親
睦
、
教
育

講
演
会
を
通
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
研
修
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
遠
方
の
地
区
で
は
、
家

庭
訪
問
の
代
わ
り
と
し
て
学
級
担
任
や
各
寮
の
寮
監

が
保
護
者
と
面
談
し
て
学
習
状
況
や
寮
で
の
生
活
状

況
な
ど
を
話
し
合
い
、
今
後
の
学
習
指
導
等
に
活
か

し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
四
地
区
の
会
場
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
保
護
者
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ど
の
地
区
も
面
談
等
が
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で

行
わ
れ
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は

可
能
な
限
り
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

七
月
二
十
七
日（
土
）の
本

校（
出
水
）会
場
で
は
、
元
Ｋ

Ｋ
Ｔ
（
く
ま
も
と
県
民
テ
レ

ビ
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村
上

美
香
先
生
を
お
招
き
し
、
教

育
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た

経
験
を
活
か
し
、
講
演
・
司

会
・
ス
ピ
ー
チ
講
座
・
番
組

取
材
・
出
演
・
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
フ

ィ
ー
ル
ド
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
の
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
達
人
と
は
、「
自
分
の
人
生

を
自
分
で
描
き
、
形
に
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
人
で

あ
る
。（
ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

掲
載
し
、
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
る
九
十
一
歳

の
西
本
喜
美
子
さ
ん
を
紹
介
）
自
分
の
人
生
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
際
に
、「
ど
う
せ
無
理
」や「
と
り
あ
え
ず
」

と
い
う
考
え
を
持
た
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
叶
え
る
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
最
後

に
癌
を
積
極
的
に
生
き
抜
い

た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
Ｋ
Ｏ
ー
Ｋ
Ｏ
さ
ん
を
紹

介
さ
れ
、
感
動
の
思
い
が
会

場
に
漂
っ
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
し
て
、

自
分
の
人
生
を
深
く
考
え
、

残
さ
れ
た
人
生
を
大
切
に
生

き
て
い
く
事
の
大
切
さ
や
ヒ

ン
ト
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

※Ｇ…普通科普通課程，Ｌ…普通科教養課程，Ｓ…普通科特進課程，Ｍ…医療福祉科，Ｎ…看護学科基礎課程

活躍する部活動柔　道　部

陸　上　部
鹿児島県高等学校陸上競技大会（5/28～6/1）
男子110ｍH　７位　渡邊 聖人

鹿児島県陸上競技選手権大会（7/5～7）
男子110ｍH　５位　渡邊 聖人（九州選手権出場）

九州陸上競技選手権大会（8/23～25）
男子110ｍＨ　渡邊　聖人

駅　伝　部
鹿児島県高等学校陸上競技大会（5/29～6/1）
男子1,500ｍ ６位 國本 大生（南九州大会出場）
男子5,000ｍ ３位 國本 大生（南九州大会出場）
男子3,000ｍSC １位 田中 泰世（南九州大会出場）
女子800ｍ  ３位 米澤 杏樹（南九州大会出場）

全国高校総体･南九州地区予選大会（6/13～16）
男子1,500ｍ 　９位 國本 大生
男子5,000ｍ　 16位 國本 大生
男子3,000ｍSC ３位 田中 泰世（全国高校総体出場）
女子800ｍ  　２位 米澤 杏樹（全国高校総体出場）

鹿児島県陸上競技選手権大会（7/5～7）
男子1,500ｍ  ２位 内山 俊一　３位 國本 大生
男子5,000ｍ  ８位 國本 大生
女子800ｍ　  １位 米澤 杏樹
男子ジュニア1,500ｍ　３位 石丸 惇那
男子ジュニア5,000ｍ　５位 田中 泰世
　　　　　　　　　　 　７位 寺澤 　匠
男子ジュニア3,000ｍ　３位 石岡 大侑
　　　　　　　　　　 　４位 石丸 惇那
鹿児島県陸上競技協会優秀新人賞　石岡　大侑

全国高等学校陸上競技対校選手権大会（8/4～8）
男子3,000ｍSC　田中　泰世
女子800ｍ　　　 米澤　杏樹

バレーボール部　女子
県高校総体（5/31）１回戦　本校 ０-２ 川辺

春季北薩地区 柔道競技大会（5/9）
女子団体　準優勝
男子団体　３　位
男子個人　60㌔級　３位：山崎　一鷹（Ｓ1）
　　　　　66㌔級　２位：石野　成人（Ｎ1）
　　　　　　　　　３位：福山　太尊（Ｓ２）
女子個人　52㌔級　２位：田中　美優（Ｎ3）
　　　　　57㌔級　２位：溝口　乃亜（Ｎ1）
　　　　　63㌔級　１位：緒方　汐花（Ｎ１）
　　　　　70㌔級　１位：中村　　雅（Ｎ2）
　　　　　78㌔級　１位：若松ヨシカ（Ｎ2）

卓　球　部
第72回鹿児島県高等学校卓球競技大会（5/21～24）
【女子学校対抗】１回戦 ３－１ 尚志館
　　　　　　　　　２回戦 １－３ 甲　南
【女子ダブルス】花田・宮田　２回戦進出
【女子シングルス】花田　４回戦進出
　　　　　　　　　宮田　２回戦進出　

全国高校総合体育大会 鹿児島予選（柔道競技）
　　　　　　　　　　　　　　 （5/28･29）女子団体　１回戦敗退
男子個人　60㌔級　山崎 一鷹（Ｓ1）１回戦敗退
　　　　　66㌔級　石野 成人（Ｎ1）　
女子個人　52㌔級　田中 美優（Ｎ3）１回戦敗退
　　　　　57㌔級　溝口 乃亜（Ｎ1）ベスト８
　　　　　63㌔級　緒方 汐花（Ｎ1）３位
　　　　　70㌔級　中村 　雅（Ｎ2）ベスト８

出水市民体育大会　出水武道館（7/7）
高校男子の部　石野 成人（Ｎ1）…優　勝
　　　　　　　山崎 一鷹（Ｓ1）…準優勝
高校女子の部　溝口 乃亜（Ｎ1）…優　勝
　　　　　　　緒方 汐花（Ｎ1）…準優勝

男子バスケットボール部
第72回鹿児島県高等学校バスケットボール
　　　競技大会（全国･九州大会予選）（5/25）
１回戦　本校 69-36 沖永良部
２回戦　本校 47-99 鶴　　丸　　２回戦敗退

令和元年度出水市バスケットボール市民大会（7/15）
予選リーグ  本校 23-65 北薩クラブ
　　　　　  本校 25-28 商工スピリッツ　予選敗退

女子バスケットボール部
第72回鹿児島県高等学校バスケットボール
 　競技大会（全国･九州大会予選）（5/25･26）
１回戦　本校 68-45 武 岡 台
２回戦　本校 61-70 鹿屋女子　　２回戦敗退

令和元年度出水市バスケットボール市民大会
　　　　　　　　　　　　　　　　（7/15）
本校 32-19 出水高校・出水工業高校
本校 29-36 Maplass Joker
本校 41-10 野田女子

バドミントン部
第54回鹿児島県高等学校バドミントン競技大会
　　　　　　　　　　　　　　（5/27～29）
【女子団体】１回戦　本校 ３-２ 志學館高等部
　　　　　　２回戦　本校 ０-３ 鹿児島高校
【個人ダブルス（女子）】
　槌山 瑞菜（N3）・川越 桜花（N3）2回戦敗退
　山一 七海（N3）・松若 里帆（L2）
　松岡 亜実（N3）・尾ノ上美羽（N2）１回戦敗退
【個人シングルス（女子）】
　松岡 亜実（N3），尾ノ上 美羽（N2）２回戦敗退　
　槌山 瑞菜（N3），川越 桜花（N3）
　山一 七海（N3），松若 里帆（L2）　１回戦敗退

第33回鹿児島県ジュニアバドミントン大会
　　　　　　　　　　　　　　　　（7/6･7）
【個人ダブルス】
　西島 大地（S2）・中川 弥哉斗（L1） ２回戦敗退
　松若 里帆（L2）・嘉数 優夢（N1）　 ３回戦敗退
　大嶺 麗桜（N1）・比嘉 涼凪（N1）　 ２回戦敗退
　内村芹梨香（M1）・那良恵里華（N1）１回戦敗退
【個人シングルス】
　松若 里帆（L2）　　　　　　　　　 ３回戦敗退
　西島 大地（S2），中川 弥哉斗（L1）
　内村 芹梨香（M1），吉本 結晶（N1）
　岩坂 梨瑚（N1）　　　　　　　　　１回戦敗退

ソフトボール部
第71回鹿児島県高等学校女子ソフトボール大会
　　　　　　　　　  （5/25～5/29） ベスト４
１回戦　本校 10-０ 鹿児島高校
２回戦　本校 ７-０ 国分中央高校
３回戦　本校 ０-10 神村学園高等部

テニス同好会
鹿児島県高校総合体育大会テニス競技大会
　　　　　　　　　　　　　　（5/22～26）
女子シングルス　山口 眞依（L2）３回戦まで

サ ッ カ ー 部
県トップリーグ１部リーグ
第６節（6/２）４-３　鹿児島実業高校
第７節（6/８）３-１　鹿児島高校
第８節（7/７）７-０　鹿児島中央高校
第９節（7/13）７-１　鹿児島ユナイテッド
第11節（8/31）11-０　神村２nd

県トップリーグ２部リーグ
第８節(7/７) 本校 ２-２ 尚志館高校
第９節(7/13) 本校 １-１ 鹿児島商業高校
第10節(8/24) 本校 １-６ 鹿児島城西next
第11節(8/31) 本校 ５-２ 鹿児島実業２nd

北薩地区春季サッカー大会(５/８･９) 優 勝
予選リンク　本校 ６-１ 出水商業高校
　　　　　　本校 ０-０ 川内高校
準　決　勝　本校 ７-０ れいめい高校
決　　　勝　本校 ２-０ 出水高校

高校総体県大会（5/20～25） 準優勝
１ 回 戦　本校 ７-０ 隼人工業高校
２ 回 戦　本校 14-０ 明桜館高校
３ 回 戦　本校 12-０ 奄美高校
準々決勝　本校 １-０ 鹿児島実業高校
準 決 勝　本校 ３-１ 鹿児島情報高校
決　　勝　本校 ０-３ 神村学園高校

全九州総体サッカー競技大会（6/14～16）
１回戦　　本校 １-３ 東福岡高校

鹿児島県１年生サッカー大会
予選リーグ　本校 ７-０ 鹿屋工業高校
　　　　　　本校 １-０ 神村学園高校
　　　　　　本校 １-１ 松陽高校
準　決　勝　本校 ２-３ 大島高校

準優勝

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
報
告

「
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン

し
よ
う
！
」
を
開
催

講

演

　
本
校
で
は
、
夏
期
休
業
中
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
重
要

な
活
動
の
一
つ
と
し
て「
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
地
区
で
の
様
子
と
教
育
講
演
会

の
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
二
日
（
月
）
か
ら
二
十
五
日

（
木
）に
か
け
て
特
進
課
程
二
年
生
は
関
東

方
面
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
は
浅
草
方
面
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
訪

れ
、
い
き
な
り
「
東
京
」
を
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
つ
く
ば
学
園
都
市
で
の
研
修
で

し
た
。
午
前
中
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
日
本

が
世
界
に
誇
る
地
下

の
実
験
装
置
を
間
近

で
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は

筑
波
大
学
を
学
生
さ

ん
に
案
内
し
て
も
ら

い
、
大
学
の
先
生
に

よ
る
体
験
授
業
も
受

け
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
大
学
の
雰
囲

気
を
お
腹
い
っ
ぱ
い

感
じ
て
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
お
楽
し
み

の
自
主
研
修
。
朝
か
ら
各
班
お
目
当
て
の

場
所
へ
と
散
っ
て
い
き
、
夕
方
み
ん
な
い

い
笑
顔
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
最
終
日
は

東
京
証
券
取
引
所
で
株
式
な
ど
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
程
で
充

実
し
た
四
日
間
で
し
た
。

〜
特
進
課
程
二
年
〜

修
学
旅
行
（
東
京
方
面
）

〜
特
進
課
程
一
年
〜

夏
期
宿
泊
研
修

国
際
交
流

　

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け

て
、
二
泊
三
日
の
夏
季
宿
泊
研
修
に
出
か

け
ま
し
た
。
今
年
度
は
鹿
児
島
市
内
・
鹿

屋
市
内
を
研
修
先
に
選
び
ま
し
た
。

　

初
日
は
鹿
児
島
大
学
を
訪
問

し
ま
し
た
（
写
真
）。「
稲
森
会

館
」
で
大
学
・
学
部
の
概
要
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
は

総
合
研
究
博
物
館
や
キ
ャ
ン
パ

ス
内
を
見
学
し
ま
し
た
。ま
た
、

中
央
図
書
館
に
入
館
し
、
規
模

の
大
き
さ
に
生
徒
た
ち
は
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
鹿
屋
市
内
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
，
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

の
講
義
を
聴
き
、
日
頃
の
学
校

生
活
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
な
学
び
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
、
あ
ら
ゆ
る
競
技

要
素
を
数
値
化
す
る
最
新
設
備
を
見
た
り

体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
鹿
屋
航

空
基
地
史
料
館
へ
移
動
し
、
同
年
代
の
青

年
が
特
攻
へ
旅
立
っ
た
事
実
を
正
面
か
ら

学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
か
ご
し
ま
水
族
館
で
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
見
学
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
施
設
の
仕
組
み

や
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
運
搬

方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

施
設
職
員
の
方
に
も
積
極

的
に
質
問
し
て
い
ま
し

た
。

　

宿
泊
先
の
大
隅
青
少
年

自
然
の
家
で
は
、
班
別
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
通
し

て
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め

ま
し
た
。

　

出
水
か
ら
県
内
を
対
角

線
に
移
動
し
た
遠
距
離
で
の
研
修
で
し
た

が
、
大
き
く
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
出

水
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
有
意
義
な

研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

長
瀬
京
花
さ
ん（
普
通
科
特
進
課
程
一

年
）
は
八
月
中
旬
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ

島
の
Ｃ
Ｅ
Ａ
で
語
学
研
修
し
ま
し
た
。

　
「
語
学
学
校
で
は
主
に
一
般
的
な
ト
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
、

と
い
う
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
英
語
し
か

使
え
な
い
環
境
で
し
た
が
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
中
国
人
の
友
達
が
で
き
、
先
生
方

が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
短
い
期
間
で
し
た
が
異
文
化
に
触

れ
、
相
手
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
理
解
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

折
田
穂
波
さ
ん（
普
通
科
特
進
課
程
二

年
）
は
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事

業
で
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
十
七
日

ま
で
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
中

心
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
長
く
家
を
離
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
最
初
は
と
て
も
不
安
だ
ら

け
で
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
不
安
を
な
く

し
て
く
れ
た
の
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
々
や
通
訳
さ
ん
た
ち
で
す
。
こ
の
異
文

化
体
験
は
将
来
の
進
路
選
択
に
も
大
き
く

影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
充
実
し

た
研
修
に
な
り
、
良
か
っ
た
で
す
。」

　

看
護
学
科
・
医
療
福
祉
科
合
同
で
六
月
二
十
二

日（
土
）に
、
学
校
全
体
で
は
夏
休
み
中
の
八
月
三

日（
土
）、
八
月
四
日（
日
）の
二
日
間
、
中
学
生
対

象
に
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
八
月
三
日

（
土
）
は
主
に
熊
本
県
の
生
徒
、
八
月
四
日
（
日
）

は
主
に
鹿
児
島
県
の
生
徒
を
対
象
に
、
遠
く
は
天

草
、
熊
本
、
鹿
児
島
や
霧
島
に
ま
で
送

迎
の
バ
ス
を
出
し
て
多
く
の
生
徒
、
保

護
者
、
引
率
の
先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
各
科
の
説
明
や
体
験
授
業
、
実
習

体
験
、
施
設
見
学
ツ
ア
ー
、
在
校
生
体

験
談
に
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
部
活

動
見
学
や
吹
奏
楽
の
演
奏
会
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
参
加
の
中
学
生

は
、
一
生
懸
命
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

を
体
験
し
、
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
八
月
四
日
は
午
後
か
ら

野
球
部
の
体
験
入
学
が
合
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
野
球
部
体
験
入
学
は
、
本
校
野
球
部

グ
ラ
ウ
ン
ド（
屋
内
雨
天
練
習
場
を
含
む
）で
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
・
ピ
ッ
チ
ン

グ
練
習
・
ノ
ッ
ク
な
ど
、
高
校
硬
式
野
球
を
存
分

に
体
験
で
き
る
も
の
で
し
た
。
全
体
で
は
三
日
間

あ
わ
せ
て
六
百
名
近
い
参
加
者
と
今
年
も
大
盛
況

で
し
た
。
ま
た
、
八
月
三
十
一
日（
土
）に
は
、
吹

奏
楽
部
の
体
験
入
学
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

総
勢
百
名
を
超
え
る
生
徒
、
引
率
の
先
生
、
保
護

者
の
参
加
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
吹
奏
楽
練

習
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
歓
迎
演
奏
、
パ
ー
ト
練
習
、

午
後
の
全
体
練
習
、
本
校
生
・
中
学
生
合
同
演
奏
・

大
合
唱
な
ど
本
校
吹
奏
楽
部
を
十
分
に

体
験
で
き
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
体
験
入
学
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
中
学
生
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
秋
の
体
験
入
学
は
十
月
十
四

日（
月
祝
）の
実
施
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

十
一
月
十
六
日（
土
）に
は
、
本
校
看
護

学
科
の
戴
帽
式
を
中
学
生
に
公
開
す
る

形
で
の「
看
護
学
科
体
験
入
学
」も
予
定

し
て
い
ま
す
。
是
非
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
校
の
説
明
を
聞
き
た
い
生
徒
さ
ん
や

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
本
校
は
も
ち
ろ
ん
各
地

の
中
学
校
や
塾
、
公
民
館
等
で
本
校
学
校
紹
介
・

入
試
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
聞
き
た
い

方
が
一
人
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
必
ず
実
施
い
た

し
ま
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
四
日
～
八
日
・
沖
縄
県
で
行
わ
れ
た

全
国
高
校
総
体
に
田
中
泰
世
君
（
普
通
科
普

通
課
程
三
年
・
新
和
中
出
身
）、
米
澤
杏
樹

さ
ん
（
普
通
科
普
通
課
程
三
年
・
大
隅
中
出

身
）
の
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
県
予
選
、

南
九
地
区
予
選
を
上
位
の
成
績
で
臨
ん
だ
全

国
高
校
総
体
で
し
た
が
予
選
敗
退
に
終
わ
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
全
国
大
会
に
な
っ
た
田

中
君
は
僅
か
の
差
で
決
勝
進
出
を
逃
し
ま
し

た
が
、「
今
後
は
チ
ー
ム
と
し
て
全
国
高
校

駅
伝
を
目
指
し
ま
す
！
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

九
月
十
六
日
～
十
八
日
・
白
波
ス
タ
ジ
ア

ム
に
て
第
六
十
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
千
ｍ

で
三
位
に
入
賞
し
た
石
岡
大
侑
君
（
普
通
科

教
養
課
程
一
年
・
出
水
中
出
身
）、
同
じ
く

百
十
ｍ
Ｈ
で
三
位
に
入
賞
し
た
渡
邉
聖
人
君

（
普
通
科
特
進
課
程
二
年
二
組
）の
二
名
が
十

月
十
一
日
か
ら
鹿
児
島
県
に
お
い
て
行
わ
れ

る
、
第
三
十
七
回
全
九
州
高
等
学
校
陸
上
競

技
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

①
立
命
館
大
学　

英
米
文
学
科

②
温
泉
巡
り

③
か
ら
揚
げ
・
焼
き
そ
ば

④�

生
徒
誰
も
が
持
っ
て
い
る
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
を
見
出
し
て
、

伸
ば
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
教
師
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

鹿
児
島
県
立
野
田
女
子
高
等
学
校

　

専
攻
科（
衛
生
看
護
科
）

②
料
理

③
パ
フ
ェ

④�「
経
験
は
成
長
へ
つ
な
が
り
、
成
長

は
次
の
経
験
や
成
長
へ
の
糸
口
に
な

る
」
と
い
う
こ
と
を
、
日
々
実
感
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
多
く
の
事
を
経

験
で
き
る
環
境
を
作
り
、
幅
広
い
視

野
で
共
に
考
え
、
共
に
成
長
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
北
九
州
市
立
大
学 

②
ド
ラ
イ
ブ
・
通
信
販
売 

③
オ
ム
ラ
イ
ス
・
パ
ン 

④�

新
た
な
気
持
ち
で
初
心
に
戻
り
、

事
務
職
員
と
し
て
、 

迅
速
な
対
応
、

処
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
、
八
月
二
十
五
日（
日
）熊
本

県
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
第
六
十
四
回
九
州
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
高
校
の
部
に
鹿
児
島
県
を
代
表
と
し

て
出
場
し
、『
金
賞
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
朝
五
番
目
に
出
場
し
、
課
題
曲
と
自
由

曲
の
二
曲
を
十
二
分
間
に
わ
た
り
演
奏
し
ま
し

た
。
演
奏
後
は
大
き
く
、
長
い
拍
手
で
、
大
い
に

讃
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
て
の
演
奏
が
終
わ
り
、
表
彰
式
。
去
年
に
引

き
続
き『
金
賞
』を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
全
国
大
会
へ
の
出
場
達
成
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
部
員
た
ち
は
一
様
に
悔
し
涙
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
こ
そ
は
全
国
！
と
い
う
目
標
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
や
は
り
心
残
り
で
し
た
。

　

会
場
に
は
学
園
の
関
係
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆

様
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
が

遠
路
に
も
関
わ
ら
す
残
暑
の
厳
し
い
中
、
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
て
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
吹
奏
楽
部
は
九
月
二
十
九
日（
日
）の
天

草
公
演
を
皮
切
り
に
、
四
会
場
五
公
演
の
定
期
演

奏
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
近
く
の
会
場

ま
で
参
り
ま
し
た
際
に
は
ど
う
ぞ
お
越
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

６
年
連
続　

九
州
大
会
金
賞
�

吹
奏
楽
部

駅
伝
部 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

 　

（
男
子
三
千
ｍ
Ｓ
Ｃ
・
女
子
八
百
ｍ
）

陸
上
部･

駅
伝
部  

九
州
大
会
出
場

写真＝ �Cebu Englich Academy
（CEA）校舎前景

写真＝�ノイシュヴァンシュタイン城
を背景に中央が折田さん

夕暮れ時の浅草寺にて

田中 君石岡 君

渡邉 君 米澤さん

柳
やなぎはら

原 勝
かつ

巳
み

 先生
（普通科教養課程）

古
ふるじょう

城 美
み

香
か

 先生
（事　務）

蘭
らん

川
かわ

さとみ 先生
（看護学科）

①
最
終
学
歴
　②
趣
　味

③
好
き
な
食
べ
物

④
目
指
す
教
師
像

新
任
紹
介
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